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  春風にのってほのかに花の香りが漂う頃となりました。皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜

び申し上げます。本日、修了式を迎え、令和６年度の主な行事が終了しました。今年度も多くの皆様方からご

支援ご協力をいただき、本校教育を推進していくことができました。厚く御礼申し上げます。なお、本年度の振

り返りである『自己評価報告書』と、学校評議委員の皆様からいただいた『学校関係者評価報告書』は、近日

 中に学校ホームページにアップする予定です。ご覧いただき、アドバイス等をいただけますと幸いです。

　 さて、３月７日に本校第７８回卒業証書授与式を挙行し、２８名の卒業生を送り出す

ことができました。卒業生は全員希望する高校に合格し、４月からの活躍が期待され

ます。これまで支えていただいたご家族の皆様、地域の皆様、関係者の皆様にお礼

 申し上げるとともに、卒業生２８名の限りない前途に幸多きことを祈念いたします。

 　 皆様には今後とも本校へのご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。（校長：阪中）

  ご卒業おめでとうございます。これまでの経験を生かし、

新しい出会いを大切にしながら、日々学び、自分の力を高

めていってください。皆さんには無限の可能性と未来があ

ります。これからのますますの活躍を期待しています。

 

 

 

 

 学校だより



  ●九度山町善行生徒表彰　 ３年　 ＊＊ ＊＊ 

  ●伊都高野山ライオンズクラブ模範生徒表彰 

          　  ３年　 ＊＊ ＊＊ 、 ＊＊ ＊＊  

             ●読書賞　 　 ３年　 ＊＊ ＊＊ 

 　 　 　 　 　 　  ●和歌山県科学作品展 入選  １年 ＊＊ ＊＊  

 

   会長　   ＊＊ ＊＊ 

   副会長  ＊＊ ＊＊ 

　 ３月１９日、生徒会役員選挙立会演説会を開催   副会長  ＊＊ ＊＊ 

し、投票が行われた結果、新役員が決まりました。   書記  　 ＊＊ ＊＊ 

新役員のみなさん、半年間よろしくお願いします。   会計  　 ＊＊ ＊＊

◆学校評価アンケートについて◆ 

　 令和６年度後期の学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。保護者の皆様にはアンケート

集計と学校への意見等に対する回答を配付しておりますのでご覧ください。また、アンケート全体については

学校ホームページでも公開します。 

 生徒アンケート 

○今年度前期より肯定的な回答（とてもそう思う＋まあそう思う）の割合が５ポイント以上増加した設問 

　 ・授業や休憩時間、放課後に質問する回数が増えた。 

　 ・自分で考えたことを自分の言葉で伝えることができるようになった。 

●今年度前期より否定的な回答の割合（あまりそう思わない＋全くそう思わない）が５ポイント以上増加した設問 

  ・いつも朝食を食べている。　 　 ・忘れ物は少ない。  　 ・部活動に進んで取り組んでいる。 

⇒生活習慣に起因することから、家庭とも連携しながら対応を強化していく必要があると考えます。 

⇒部活動については、前期で実質引退する３年生の多くが否定的な回答をしたためと考えられます。 

●前年度後期より否定的な回答の割合（あまりそう思わない＋全くそう思わない）が５ポイント以上増加した設問 

　 ・学校へ行くのが楽しい。 

　 ・先生は、いじめやけんかなどで、私が悩んだり困っているときは相談しやすい。 

⇒いずれの設問も学校としては最も大切にしたい部分であるにも関わらず、今年度前期と比較しても数値が

悪化している設問があるため、改善に向けて取組を強化していきたいと考えます。多くの生徒が「学校の

授業がよくわかる」「先生はわかりやすく丁寧な授業をしている」と肯定的に捉えていることも大切にしなが

ら取り組みを進めていきます。 

 保護者アンケート 

○今年度前期より肯定的な回答（とてもそう思う＋まあそう思う）の割合が５ポイント以上増加した設問 

　 ・学校は、いじめのない学校・学級づくりに取り組んでいる。 

　 ・家庭・地域は、学校に対してそれぞれの役割を果たし、連携・協力している。 

　 ・子どもは、楽しそうに学校へ通っている。 

●今年度前期より否定的な回答の割合（あまりそう思わない＋全くそう思わない）が５ポイント以上増加した設問 

　 ・学校は魅力ある学校づくりに努めている。　 　 ・学校は開かれた学校である。 

　 ・学校は体力づくりに努めている。　 　 ・子ども一人ひとりが大切にされ、認められる学校になっている。 

　 ・子どもは学校のことをよく話す。　 　 ・子どもは学習がわかり、基礎的学力が身についている。 

⇒前年度後期と比較しても数値が悪化している設問が多いため、対応強化を図る必要があると考えます。 

⇒「わからない」と回答している割合について、今年度前期比で増加している設問が７つ、減少している設問

が４つでした。数値が10％以上になっている設問もあることから、引き続き丁寧に説明し、理解が得られる

よう努めていきます。


